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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 佐藤弘和 

今回は、私もお気に入りの曲が数多くある佐藤弘和氏のインタビュー記事です。ちなみに彼の代表作は「素

朴な歌」だそうです。また、東京ギターカルテットの一員として演奏活動も行っているとのこと。 

⚫ 大袈裟な曲よりも小品の方が好みですね。まあ、長い曲を書く根気がないのかも。 

⚫ 作曲するときに心がけていることは、まず弾きやすい事、メロディがはっきりして分かりやすい事、そ

して感覚重視ですね。良いと思える音を選び、ぱっと閃いたアイデアを大切にしています。 

⚫ 好きな作曲家は、ラベル、モンポゥ、シューマンです。ギターの作曲家では、ソル、タレガ、ヴィラ・

ロボスの御三家ですね。あと、ヨークも好きですね。 

⚫ 自作曲で好きなのは、「ソナチネ第 1 番」、二重奏では「風がはこんだ 4 つの歌」、妻のために作った「約

束」「ことは」（ベイビーズソングのひとつ）も短い曲ですがよくできた曲かなと思っています。 

⚫ 演奏で必要なことは、どれくらい幅広い知識を持っているかというより、どれだけ知ろうとしているか

という姿勢がいい演奏につながるかと思います。和声学も知っているだけでは何の役にも立たない。こ

のきれいな響きはどのような和音なのかと思う心の動き、イマジネーションがいい演奏の糧となると思

います。演奏に重要な要素は、「冷静さ」と「パッション」ですね。 

インタヴューの最後に、佐藤氏が作曲した曲目リストが掲載されていますが、かなりの曲があります。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 ジョン・ドーン】  

アルポリールを演奏するハープギター奏者ということで

すが、6 弦ギター2 台分に 8 弦ギターがくっついた 20 弦の

3 つネックのハープギター。すごいものを弾きますねえ。 

⚫ ギターでは、右手と左手で一つの音を出すが、ハー

プギターは違うんだ。左手はかなり自由なんだ。な

ぜなら低音のベース音は開放弦で鳴らすことができ

るので、左手は楽器のどこにでも自由に移動するこ

とができる。また、どの音にも共鳴するのでピアノ

のような響きが得られる。（写真はネット映像） 

⚫ 私のハープギターは、100 年前のマンドリン・オーケストラで伝統的に弾かれていたもの。当時は、
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アンサンブル楽器として使用されていた。 

⚫ アルポリールを弾く人は、私と生徒の一人、それと日本人の菅原潤だ。もし、国際アルポリール・コ

ンヴェンションを開いたら参加するのはこの 3 人だけだね。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：中島晴美】 

ギターを始めた切っ掛け、結婚、留学、親の介護の話が綴られています。残念ながら、今回も特記すべき事

項は見つかりませんでした。 

 

【新 マエストロ養成講座 第６回】  

この講座は、前回まではメルツの「小品集 かっこう」から曲を取り上げていましたが、今回からカル

カッシの練習曲を取り上げています。今回は、私も大好きなアルべジオの練習曲第 3 番です。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第３回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、前奏曲第３番に

ついての解釈である詳細な解説ですが、概要として説明するのは無理かと。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回はスラーの練習で、佐藤氏オリ

ジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：私もよく弾くカルロス・ガルデルの「想いの届く日」、メンデ

ルスゾーンの「歌の翼に」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 19 回は、スケールです。右手、左手、左右のタイミングについて解説

されています。 

◼ 「非和声音のしくみ 第６回最終回：二橋潤一」：まとめと分析練習の課題が掲載されています。 

 

その他、「サークル紹介」「ギタリスト紹介」等もあります。第 19 号のメインは、そんなところでしょうか。 

  



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


